｢ＷＣＧ｣(ワールド・コミュニティー・グリッド)についてご説明

２００９年５月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＯＳ社会貢献委員会

ＵＯＳグループは２００８年度社会貢献活動の一つのテーマとして、｢ＷＣＧ｣を推進しています。

ＵＯＳが創立２０周年を迎えた年に、大人のＵＯＳとして今後は社会に貢献する活動をすると宣言し、社会貢献活動を始めました。２５周年を過ぎ、次の３０周年を視野に入れて

活動を活発化し、｢ＷＣＧ｣への取り込みに力を入れたいと考えます。

正にＩＴ業界にぴったりの活動ですので、会員皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

｢ＷＣＧ｣とは、｢あなたのＰＣが人類の明日を救う｣という世界的社会貢献活動です。

登録者のＰＣが業務を行っていない時間(ＰＣのアイドリング時間)を提供して、人類共通の難問解明に日夜奮闘している世界の科学者を支援する、新たな出費無しで貢献できる活動で、ＵＯＳはＷＣＧのパートナー登録をしています。

｢ＷＣＧ｣活動開始に当たっては、ＩＢＭとの間でワールド・コミュニティー・グリッド・ライセンス契約書を締結しました。

この活動のセキュリティーに関しては下記の対策が講じられています。

①ＭＤ５　ＳＵＭ値：ソフトウェアが改竄されていないことを検証するために広く使用されている業界セキュリティー・プロトコルです。

②証明書：ベリサイン証明書を使用しています。

③デバイス登録：エージェント・デバイス別の固有登録システムを使用しています。

④ファイアウｵールの使用：グリッド・サーバーに対するソフトウェア・アクセスがポート443(通常の安全なWEBブラウジング用ポートと同じ)で行われるよう設計されています。

⑤認証：エージェント・ソフトウェアは公開鍵を使用して、グリッド・サーバーから送られてくるソフトウェアを認証します。

⑥暗号化：エージェントからサーバーへの通信ならびにサーバーからエージェントへの通信は全て暗号化されます。

⑦安全なホスティング：ＩＢＭの安全なホスティング・センターの一つでホストしています。

⑧セキュリティー監査：ＩＢＭＳecurityＣonsultantsがセキュリティーを監査していますが、不具合は見つかっていません。ＷＣＧのエージェント・ソフトウェアを介して脆弱性を回避するとともに、ユーザーがウィルス、ワーム、トロイの木馬、スパイウェアに感染しないように、引き続き同じ監査人が定期的に監査を実施します。

上記セキュリティー概要にあるように最高水準技術を駆使して対応されています。が、

今後ＷＣＧを推進する上でＩＢＭとのＷＣＧプログラム・ライセンス契約書上では、｢ＩＢＭは明示的、黙示的を問わず、一切の保証を行いません。本契約に関連して、本件ライセンス・マークについていかなる保証も行いません。｣と記載されています。

これに関しては、ＵＯＳとしては、ＩＢＭのＷＣＧプログラム・ライセンス契約書に準じた対応を取らせていただきます。ご理解の上、｢あなたのＰＣが人類の明日を救う｣という世界的社会貢献活動のために、是非とも前向きなご協力をよろしくお願いいたします。

